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潮沢区
自主防災会長

宮下 勝さん
（明科東川手）

平 成 19 年 7 月の長久保地滑り災害
では、防災行政無線により、避難

勧告が発令されました。避難所となった
明科の「あいりす」には放送から 30分後
に 20 人、2時間後には 78 人が避難しま
した。
　「緊急放送も大変に役立ちましたが、さ
らに大切なのは地域のコミュニケーショ
ンではないでしょうか」と話すのは潮沢区
自主防災会長の宮下勝さん。「外にいれば
無線放送が聞こえない可能性もあります。
災害発生時には隣組の連携が大事だと痛
感しました」と振り返ります。さらに「普
段顔見知りになっておくことでさまざま
な情報が入ってきます。地域の催しなど
でコミュニケーションを図ることも、立
派な防災になると思います」と話してく
れました。

電源は「入」に！

ピーピーと音が
続くなど、
電池切れに注意！

戸別受信機の機種は、
お住まいの地域などに
より異なりますが、基
本的な性能や取り扱い
は同じです。また、市内
で転居する場合は、受
信機の「地区別コード」
の変更を行う場合があ
ります。詳しくは各総
合支所地域支援課にお
問い合わせください。

平成 22年度にＪ-ＡＬＥＲＴを導入

緊急事態発生！
自動で緊急情報を伝えます。

市 は来年度、全国瞬時警報システム（Ｊ -
ＡＬＥＲＴ：ジェイアラート）」を導入し

ます。 
　このシステム（Ｊ - ＡＬＥＲＴ：ジェイア
ラート）」は、緊急地震速報や武力攻撃などの
国民保護事象が発生した場合、通信衛星を介
して国（消防庁）から市に直接情報が送られ、
防災行政無線が自動起動し、市民の皆さんに
瞬時に情報を伝達することができるシステム
です。伝達内容など詳しくは、改めてお知ら
せします。


